
 
 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 和歌山大学との連携による取引先への学生アルバイト紹介 

取組み内容 

○高野山は、平成１６年の世界遺産登録以来外国人観光客が増加しており、今年４ 

～５月の「高野山開創１２００年」の記念大法会では全国からだけでなく、外国 

人観光客など多数の人が来場すると見込まれていた（結果、大法会期間中約６０

万人の参拝者あり）。そこで、繁忙期の対応に人手不足になると不安を感じた取

引先Ａより、当行へ短期アルバイトの雇用相談があった。 

取引先のニーズをヒアリングし、当行が連携協定を締結している和歌山大学に相

談。高野山開創１２００年記念大法会について歴史的な背景や大法会の内容を説

明したところ、学生にとっても貴重な経験になるとのことで、観光学部の学生６

名のアルバイト紹介に成功。また、外部の人材派遣会社も併せて紹介し、１名の

紹介に成功した。 

 

○Ａ社にとっては繁忙時期のみの短期雇用を行うことができ、学生にとっては貴重 

な体験をすることができた。 

 

 

     

      

 
 



 
 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 知財ビジネスマッチング支援 

取組み内容 

○「知財ビジネスマッチング事業」の活用（平成２６年７月～） 

 中小企業の新製品開発や新事業展開を支援するスキームであり、当行は中核的機 

関として、近畿経済産業局等と連携し、大企業等が保有する開放特許の紹介やビ 

ジネスマッチング機会の提供を行っている（これまでの紹介実績は８件）。 

 

 

＜知財ビジネスマッチング連携協力先＞ 

近畿経済産業局、和歌山県、わかやま産業振興財団 

和歌山県工業技術センター、和歌山県発明協会（順不同） 

 

 

 

■知財ビジネスマッチング事業のスキーム 

 
 
 



 
 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 大規模災害対策に向けた支援 

取組み内容 

○当行は、地域のお客様の津波対策支援の一環として、平成２６年９月にサノヤス 

造船㈱＜本社：大阪市＞と「津波避難タワー」設置に関して顧客紹介契約を締結。 

同社が販売するタワーは、多様な設計が可能で信頼性の高い構造部材を使用して 

おり、設置を希望されるお客様に同社を紹介している。 

また当行は、地域の事業者の皆様に対して、地震・津波対策の設備投資（前述 

の「津波避難タワー」含む）について資金面からのサポートを強化すべく、平 

成２６年１０月より「南海トラフ地震対策ローン」の取り扱いを開始しており、 

耐震診断資金やＢＣＰ策定資金についても同ローンで取り組みすることができ 

る。さらに、関連会社の紀陽リース・キャピタルと連携して、大規模地震対応模 

擬訓練を開催し、ＢＣＰ（事業継続計画）の重要性を理解してもらうことで、Ｂ 

ＣＰ策定の推進にも取り組んでいる。 

 

 

＜津波避難タワー＞ 

地震発生から津波到達までの時間的猶予や地理的条件等の理由によって近くの

安全な高台等への避難が困難と想定される地域において、従業員や近隣住民が緊

急的な一時避難場所として利用する施設。 

 

 

 

■津波避難タワーイメージＣＧ 

・避難面積約100㎡ 

・避難人数  200人 

 
 



 

 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 事業性評価による取組 

取組み内容 

○地域金融機関には、顧客や地域の発展に貢献するため、お取引先をよく知り、事 

業性評価を行う能力（目利き力）を高め、ライフステージに応じた適切なソリューシ 

ョンや融資を提供することが求められている。 

○平成２７年４月には、「事業性評価」の本部支援機能強化の一環として、地域振興

部内に「産業調査室」を新設した。同室は地域経済動向や、企業および企業群に

関する情報収集・分析と情報発信を行うことにより、当行の事業性評価に基づく融

資に資するべく活動している。 

○事業性評価に基づく融資取組については、各階層毎の行員を対象とした研修を通

じ、お取引先の情報蓄積、ライフステージの把握、ＳＷＯＴ分析などに基づく事業

性評価能力の向上を図っており、実態を把握し、成長可能性・持続可能性を評価

した融資取組に努めている。 

 

 

 

 

■事業性評価イメージ図 

 
 



 
 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 養殖魚を加工し海外に輸出する６次産業化への支援 

取組み内容 

○当行は、地域の農林水産分野の成長を支援し、関連する産業と連携して地域の活 

性化を図ることを目的に、㈱農林漁業成長産業化支援機構や当行グループ企業、 

他の金融機関と連携し、平成２６年１月に「紀陽６次産業化ファンド」を組成し 

た。 

 

○＜第一号投資先：㈱食縁（しょくえん）＞ 

同社は、新宮市と近畿大学を中核に、国内養殖魚の海外輸出を目指すプロジェク 

トの事業会社として設立され、当行は本プロジェクトに参画し、事業計画策定か

ら補助金申請、資金調達などに協力を行ってきた。当初は市と大学の関係２社の

出資だったが、その後上場企業など１２社の出資が集まり、事業化に向けた体制

を構築することができた。 

同社の具体的事業は、養殖魚（主にブリ）をフィレ（３枚おろし）加工し、酸化 

を防止する機能性フィルムで包装の上、瞬間冷凍し、海外に輸出するもの（海外 

でも刺身として食べることができる）。 

新宮市内に建設中の水産物加工工場については、平成２７年１２月の竣工を予定 

しており、最終的には約５０名の地元雇用を見込んでいる。 

 

 

     

 
 



 
 

銀行名 紀陽銀行 

タイトル 「世界遺産登録応援定期預金～百舌鳥(もず）・古市 (ふるいち) 古墳群～」の取扱 

取組み内容 

○創立１２０周年を記念した大阪地区における地域社会向け貢献活動の一環とし 

て、取り扱いを開始。 

 

○本定期預金を取り扱うことにより、地域の皆様の百舌鳥・古市古墳群に対する認 

知度を高めていくとともに、世界遺産登録推進への気運を盛り上げていく。 

また、お客様の預け入れ総額の０．０１％相当額を当行より堺市世界文化遺産登 

録推進基金に寄付する商品となっており、お客様の預け入れが世界遺産登録への 

応援につながるものとなっている。 

  

○なお、これまでにも世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」を応援する「世界遺 

 産定期預金」の取り扱いをおこなっており、総額約８百万円を和歌山県世界遺 

 産協議会へ寄付している。 

 
 


